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化インタビューを実施する。そして、そこで得た言語データを SCAT(Steps for Coding Theorization) 
を用いて分析を行う。
その結果、転機の要因として 3 つのカテゴリーと異動との関連性が示され、保育者が転機を i






とを目的としている。具体的には、ここ 30 年で急激に少子化が進んだ小規模地方自治体として B
町を選定し、経験年数 30 年以上の保育者を研究対象とした。そして、熟達度や保育者アイデンティ
ティとの関連が示された保育者効力を分析の視点として、ライフライン・インタビュー・メソッ
ド (Life-Line Interview Method:LIM) を実施し、保育者の成長についての言語データを得た。
さらに、言語データを複線径路・等至性モデ、ル (Trajectory Equifinality Model : TEM) を用
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いて分析を行った。
その結果、保育士 A の成長プロセスを、 B 町の社会的な状況の変化をもとに 10 期に時期区分す
ることができた。そして、保育土 A が社会的な状況の変化に応じて、自らの保育実践において他
者との、( 1 )関係性を拡大させて保育実践コミュニティの成員となり、つぎに、( I )保育実践コ






































第 4 に、専門職論のモデ、ルに新しい視座を提示している点である。 D. ショーンの研究以降、専
門職者の成長は、技術的熟達者モテ、ルか、省察的実践者モデルの択ーとして研究され、また論じ
られてきた。これに対して、この両者が連続性をもちあらわれることで自己との対話的な関係が
生じ、これによって新たな保育実践に踏みだすことを実証的にとらえており、 2 つの専門家モデ、ル
を包摂した視点で保育者の専門性をとらえる必要性を示した。
このように、本研究は、新たな知見と視点をもっ先駆的な研究として評価できるが、いくつか
の課題が残されている。例えば、どのようなプロセスを経て保育者が自己形成をとげていくのか
をミクロに分析しているが、他方、保育者に求められる専門性の内実や、それらが、キャリアの
どの時点で形成されるのかということについての分析は十分とはいえない。保育者の力量形成の
ための研修等のあり方に対して提言をしているが、専門性の内実と研修のあり方は密接に関係す
るはずであるから、今後の検討が求められる点である。また、保育者の自己形成に「社会的状況」
がどのような影響を与えているのかという点の解明を重視しているが、この分析でもやや雑駁な
感はいなめない。
こうした課題をいくつか残してはいるものの、本論文は保育者の自己形成に新たな知見を加え
た独創的な研究として評価できる。よって、本論文は博士(教育学)の学位論文として合格と認
める。
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